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わた

邉
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　剛
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濃
厚
な
味
わ
い
で
贈
答
用
と
し
て
も

人
気
の
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
。
消
費
低
迷
が

続
く
背
景
に
は
「
食
べ
ご
ろ
が
分
か
ら

な
い
」「
せ
っ
か
く
買
っ
た
の
に
お
い
し

く
な
か
っ
た
」
な
ど
、
品
質
に
対
す
る

消
費
者
の
不
満
が
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
市
場
で
は
よ
り

品
質
が
安
定
し
、
食
べ
ご
ろ
が
長
く
、

当
た
り
外
れ
の
少
な
い
メ
ロ
ン
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
生
産
現
場
で
は
、
気
象
変
動

が
激
し
さ
を
増
し
、
連
作
の
影
響
で
病

害
リ
ス
ク
は
高
ま
り
、
安
定
生
産
は
ま

す
ま
す
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
拡
大
傾
向
の
え
そ
斑
点
病
は
、
耐
病

性
台
木
の
利
用
が
一
般
的
と
な
り
、
接

ぎ
木
作
業
や
コ
ス
ト
の
面
か
ら
、
耐
病

性
穂
木
品
種
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
新
発
表
し
た
「
レ
ノ
ン
ウ

エ
ー
ブ
」
は
、
え
そ
斑
点
病
に
耐
病
性

で
、
耐
暑
性
に
す
ぐ
れ
、
高
品
質
（
肉

厚
・
高
糖
度
）
か
つ
日
も
ち
が
よ
く
、

食
べ
ご
ろ
が
長
続
き
す
る
特
長
を
も
つ

品
種
と
し
て
育
成
し
ま
し
た
。
昨
年
発

表
の
早
出
し
品
種「
レ
ノ
ン
ハ
ー
ト
」と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
高
品
質
メ
ロ

ン
の
安
定
供
給
と
消
費
回
復
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

メロン「
レ
ノ
ン
ウ
エ
ー
ブ
」

え
そ
斑は

ん

点て
ん

病
に
耐
病
性
！

耐
暑
性
に
す
ぐ
れ

幅
広
い
作
型
で
能
力
を
発
揮
！

品 種 特 性

1耐暑性にすぐれる
　草勢は強めでつるもちがよく、高
温期でも栽培が安定します。また、
低温期でも生育が緩慢になりにくい
ため、ハウス～トンネル作まで幅広
い作型で能力を発揮します。

2果ぞろいがよく
　秀品率が高い

3市場性が高い

　果形は球形で果ぞろいよく
仕上がります。ネットは太め
で密に安定して発生し、秀品
率が高くなります。

　「レノン」シリーズの特長は肉厚性にあります。種子部が小さく、皮
際まで果肉たっぷりで、需要拡大が続くカットフルーツにも対応して
います。肉質は緻

ち

密で高糖度。高温期出荷でも果肉は濃いオレンジに
発色します。さらに、日もちにすぐれるため食べごろの状態が長続き
するのが強みです。

4えそ斑点病（ＭＮＳＶ）に
耐病性で作りやすい

　えそ斑点病は、生育不良や果実の
糖度が上がらない、あるいは“ス

・
入

り”を引き起こすなど、生産・流通
の両面で影響を与えますが、「レノン
ウエーブ」は、安定した耐病性を示
します。また、接ぎ木栽培でも防げ
なかった地上部（傷口など）からの感
染も防ぐことが可能です。
　そのほか、つる割

われ

病（F0、F2）とう
どんこ病にも耐病性を示します。裂
果もしにくいため安心して栽培でき
ます。
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 耐病性  MNSV.F0.F2.PM

■「レノンウエーブ」適期表

冷
涼
地

中
間
地

暖　

地

トンネル

ハウス



　
「
レ
ノ
ン
ウ
エ
ー
ブ
」は
や
や
草
勢
が
強

い
で
す
が
、
特
に
減
肥
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
肥
料
は
元
肥
主
体
で
10
ａ
当
た

り
成
分
量
で
チ
ッ
ソ
10
〜
20
㎏
、
リ
ン
酸

15
〜
18
㎏
、
カ
リ
12
〜
15
㎏
、
完
熟
堆た

い

肥ひ

２
〜
３
ｔ
を
目
安
に
、
本
圃ぽ

の
肥ひ

沃よ
く

度
や

前
作
の
残
肥
を
計
算
し
て
施
肥
量
を
決
定

し
て
く
だ
さ
い
。

　

交
配
ま
で
に
必
要
な
整
枝
を
済
ま
せ
、

着
果
枝
と
雌め

花
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
特
に
「
レ
ノ
ン
ウ
エ
ー

ブ
」
は
、
着
果
枝
の
伸
び
は
じ
め
に
水
を

欲
し
が
る
品
種
で
す
。
着
果
節
（
11
〜
15

節
が
基
本
）
ま
で
の
整
枝
を
済
ま
せ
た
段

階
で
、
着
果
枝
の
伸
び
始
め
に
少
量
潅
水

を
行
い
、
が
っ
ち
り
し
た
着
果
枝
（
雌
花

ま
で
の
距
離
が
20
㎝
程
度
）
で
交
配
を
迎

え
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す（
第
１
図
）。

　

着
果
枝
が
弱
い
場
合
は
、
節
位
を
上
げ
、

潅
水
す
る
な
ど
し
て
草
勢
が
回
復
し
た
状

態
で
着
果
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・
定
植
〜
交
配
期

　
「
レ
ノ
ン
ウ
エ
ー
ブ
」は
つ
る
伸
び
が
早

い
た
め
、
蒸
し
込
み
管
理
を
続
け
る
と
、

地
上
部
の
生
育
が
走
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

活
着
後
は
極
力
潅
水
を
控
え
、
昼
間
の
気

温
は
25
℃
を
目
安
に
換
気
し
、
交
配
ま
で

は
な
る
べ
く
じ
っ
く
り
生
育
さ
せ
ま
す
。

・
着
果
〜
ネ
ッ
ト
発
生
期

　

交
配
前
か
ら
は
、
や
や
高
め
の
温
度
管

理
で
着
果
を
促
し
ま
す
。
着
果
確
認
後
は

潅
水
を
開
始
し
、
初
期
肥
大
と
遊
び
づ
る

の
伸
長
を
促
し
ま
す
。
こ
の
時
期
に
極
端

な
蒸
し
込
み
を
続
け
る
と
、
草
勢
が
低
下

し
、
果
皮
色
が
濃
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

う
な
る
と
ネ
ッ
ト
発
生
の
遅
れ
や
ネ
ッ
ト

ボ
ケ（
ボ
ウ
ズ
玉
）、
大
玉
化
に
つ
な
が
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
硬
化
期
に
入
る

ま
で
に
は
交
配
期
よ
り
や
や
低
め
の
温
度

管
理
を
心
掛
け
、
初
期
ネ
ッ
ト
を
順
調
に

発
生
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

・
ネ
ッ
ト
発
生
期
〜
完
成
期

　

ネ
ッ
ト
が
全
面
に
回
り
だ
す
こ
ろ
か
ら

潅
水
量
を
増
や
し
、
草
勢
回
復
と
二
次
肥

大
を
促
し
ま
す
。「
レ
ノ
ン
ウ
エ
ー
ブ
」は

栽
培
後
半
に
か
け
て
も
緩
や
か
に
肥
大
が

持
続
す
る
の
で
、
果
実
サ
イ
ズ
を
見
な
が

ら
換
気
調
節
し
て
い
き
ま
す
。
肥
大
が
完

了
す
る
こ
ろ
に
は
換
気
を
強
め
、
潅
水
量

も
株
の
状
態
に
合
わ
せ
、
徐
々
に
減
ら
し

な
が
ら
登
熟
に
努
め
ま
す
。

　

熟
期
は
55
〜
57
日
タ
イ
プ
で
す
。
糖
度

上
が
り
が
早
い
こ
と
、
ま
た
収
穫
の
目
安

と
な
る
着
果
枝
１
枚
目
の
葉
枯
れ
が
収
穫

期
よ
り
も
数
日
早
く
現
れ
る
た
め
、
特
に

若
も
ぎ
に
注
意
す
る
よ
う
に
し
ま
す
（
第

２
図
）。

　

着
果
枝
２
葉
摘
芯
を
し
て
い
る
場
合
で

は
、
着
果
枝
２
枚
目
の
葉
の
枯
れ
込
み
を

参
考
と
し
て
、
開
花
後
日
数
と
合
わ
せ
て

必
ず
試
し
割
り
を
行
い
ま
す
。
肉
質
も
考

慮
し
た
う
え
で
、
適
熟
果
収
穫
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

栽
培
ポ
イ
ン
ト

施
肥
量

着
果
枝
の
伸
び
始
め
に
潅
水

潅
水
、
換
気
の
ポ
イ
ン
ト

適
熟
果
収
穫
に
努
め
る

着果枝の伸び始め

メロン「レノンウエーブ」栽培メモ
最適
播種期

冷涼地：３月～４月中旬、中間地：12月下旬
～３月上旬、暖地：11月中旬～１月上旬

熟期 55～57日型

耐病性 メロンえそ斑点病、つる割病レース０・
レース２、うどんこ病

肥料の
目安

元肥主体で10ａ当たり成分量で、Ｎ10～20㎏、
Ｐ15～18㎏、Ｋ12～15㎏、完熟堆肥２～３ｔ

播種
基準

畝幅：250㎝、条数：１、株間：50～70㎝
（地這い栽培・小づる２本仕立て）

着果枝が弱いままだと扁平
果、肥大不良の原因になる
ため、着果枝伸び始めのこ
ろ、天候を考慮して必ず潅
水する。

第１図
着果枝と雌花の
充実を図る

本葉１枚目葉枯れ時の若も
ぎに注意する。本葉２枚目
の葉枯れ時が熟期の目安。

第２図
熟期判断のポイント

弱 強

「レノン」シリーズ特性比較表
品　種　名 果重 ネット

の状態
外皮
色 果形 果肉色 糖度 日

もち 草勢
登熟
日数
（日）

耐病性
※

レノン 1.5～1.7㎏ 良 灰緑 高球 サーモン 15～16 極良 中強 57～60 F0.F2.PM

レノンハート 1.6～1.8㎏ 良 灰緑 球 サーモン 16～17 極良 強 55～57 MNSV,
F0.F2.PM

レノンウエーブ 1.5～1.7㎏ 良 灰緑 球 サーモン 16～17 極良 強 55～57 MNSV,
F0.F2.PM

※耐病性：MNSV =メロンえそ斑点病、F0＝つる割病レース０、F2＝つる割病レース２、
　　　　　PM＝うどんこ病
※うどんこ病は菌の種類、レースによっては発病することがあります。

本葉１枚目本葉２枚目

着果枝が強い状況着果枝が弱い状況
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「レノンウエーブ」適作型

■「レノンウエーブ」と「レノンハート」のリレー出荷例

品種
収穫期

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

冷涼地
レノンウエーブ
レノンハート

中間地
レノンウエーブ
レノンハート

暖　地
レノンウエーブ
レノンハート

　暖地では５月中旬～６月上旬収穫、中間地では５月下旬～７月中旬収穫、
冷涼地では７月～８月下旬収穫のハウス～トンネル栽培の作型が最適で、
早出し品種「レノンハート」との組み合わせでリレー出荷が可能となります。




